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第３次行財政改革
２年目の成果をお知らします

　組織機構の見直し
・町民の皆さまの相談に、総合的に対応できるよう
　「地域包括支援センター」「子育て支援センター」
　を設置しました。また、事業推進のため「鮎貝ま
　ちづくり推進室」を設置しました。
・町長と副町長、副町長と管理職の間で、事業協約
　（今年度の事業目標に関する約束）を締結しまし
　た。

　職員の定員管理
・平成17年度に策定した「定員適正化計画」に基づ
　き、職員数の削減を行い、人件費を抑制しました。
　（職員数は前年度比10人減の232人）
・公用車の運行業務について、職員退職分を臨時職
　員による対応としました。

◆経費節減等の財政効果（普通会計）
区　分 計画（百万円） 実績（百万円） 達成率

歳入確保策 12 75 625.0%
歳出削減策 197 241 122.3%
合　計 209 316 151.2%

◆第３次行財政改革大綱の進捗度
　　取り組むべき重点課題 49 項目のうち
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以上の取り組みの結果、

平成 18 年度で

総額３億 1600万円
の効果額となりました。

＊第３次行革の成果については、白鷹町ホームペー
　ジの「行財政改革」コーナーにも掲載しています
　のでご覧ください。
　ホームページアドレス
　http://www.town.shirataka.yamagata.jp/osirase/

　gyoukaku/gyoukaku-top.htm

問い合わせ
総務政策課　総務係
☎85－6124

　町では平成17年度から平成21年度までを計画期間とした「第３次白鷹町行財政
改革大綱」を策定し、さまざまな取り組みを行っています。取り組み第２年目と
なる平成18年度の主な成果についてお知らせします。

　職員の資質向上
・人材育成基本方針を見直し、目指すべき職場像・
　職員像、研修に関する基本的な方針を設定しまし
　た。
・職員研修を積極的に行いました。（町独自研修８件、
　受講者数208人、派遣研修32人）

　事務事業の見直し
・平成17年度施政方針に係る事務事業66事業につい
　て評価し、結果を公表しました。
・総合計画重点プロジェクトについて、中間評価を
　実施し、結果を公表しました。
・町振興実施計画の主要事業について、事前評価を
　実施しました。
・環境マネジメント（ISO14001）について、認証取
　得２年目の定期審査と職員研修を実施しました。
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　民営化・民間委託の推進
・公共施設34施設について、指定管理者制度による
　管理委託を行いました。

　公共工事の見直し
・再生骨材、再生合材の利用によるコスト縮減を行
　いました。
・協働のまちづくり事業により、９区で地域主体に
　よる事業を行いました。
・入札予定価格130万円以上の事業について、入札
　予定を閲覧とホームページにより公表しました。
・入札結果について、閲覧とホームページにより公
　表しました。

　電子自治体の推進
・県、各市町村連携による電子申請・届出システム
　を試験運用しました（現在、本運用中）。

　財政及び公営企業の健全化
・町税収入の確保（口座振替加入促進制度により、
　口座振替件数が623件増加。収納率3.47％伸び )
・納税推進員を設置しました。
・遊休資産の処分（元赤坂公民館跡地、元白鷹村役
　場跡地など３件、法定外公共物の処分 )
・人件費の抑制（退職勧奨５人、職員給料・手当削
　減の実施、町長20％、副町長12％、教育長12％給

　料削減を議決、19年度実施 )
・物件費、旅費、補助金、負担金の削減と新たな需
　要への対応
・病院事業、水道事業への繰出金の抑制

　公営企業等の経営健全化
・病院事業（在宅支援室の新設、電子カルテの整備
　による医療事務の効率化、給与・財務状況の公表、
　379千円の黒字により累積欠損金を0.4％削減）
・下水道事業（水洗化率78.0％、使用料収納率現年
　度99.2％、過年度47.7％）、給与・財務状況の公表）
・水道事業（収納率 現年度99.0％、過年度50.9％、
　給与・財務状況の公表）
・土地開発公社（長期保有用地ヤナ公園用地、蒔澤
　萩野線用地を処分、給与・財務状況の公表）
・第三セクター（給与・財務状況の公表）

　町民の参画機会の拡充
・移動町長室の開催（杉沢区と荒砥第一区で開催 )
・パブリックコメントの実施（生涯学習振興計画に
　ついて実施 )
・審議会委員の公募制の拡充と女性委員登用率の拡
　大（公募率21.4％、女性委員登用率31.3％）
・協働のまちづくりモデル事業（山口地区に導入）

◆各項目ごとの計画と実績額


